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SUMMARY  

Recently,   
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１．はじめに 

 

企業の使用者は，企業秩序を定立し維持する

ために，従業者を管理監督する権限を有する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会安全学研究第〇巻 原稿サンプル 

論文タイトルの下に，アブストラクト，キーワードを記述します．英文で記述し，一段

組 1 行 80 文字，文字は 10.5 ポイントで作成してください． 
 

本文は二段組とし，和文の場合は 1 行 21 字，

英文の場合は 1 行 40 文字，文字は 10.5 ポイ

ントで作成してください． 

タイトル，執筆者名及び所属は一段組とし，和文・英文を併記してください．

副題をつける場合は，主題の下に和文・英文の両方で記述してください． 
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４．むすびにかえて 

 

※※※※，モチベーションの低下，CSRの観点

からの社会的評価の低下など，将来的な利益逸

失又はコスト負担を考慮すれば当然であろう． 
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注は原則として本文の最後にまとめます．本文

中の当該個所右肩に 1) ，2) などと通し番号を

付して，本文の最後にまとめて番号を付して記

述してください． 

章・節などの表示形式，注番号の表示形式，参

考文献の表記及び本文での引用形式は，原則と

して 2017 年 6 月 7 日付「『社会安全学研究』

表記ルール」を使用してください． 


